







This bicycle-type human power generator was originally a technology-centric system aimed at generating higher electric power. 
However, the power-generator is improved to be a human-centric training system which employs feedback mechanism with 


























































Control and Visualization for the Bicycle-Type Training Power Generator 
-Proposing a Feedback System with Power Management Using Physiological Data-  
浅井 修†‡       中村龍二†       綿貫理明† 
 Osamu ASAI†‡    Ryuuji NAKAMURA†    Osaaki WATANUKI† 
†専修大学 ネットワーク情報学部 
‡現 筑波大学大学院 
†School of Network and Information, Senshu University 






























































図 2 心拍センサと光センシング原理 








































を可変とした．表 1 の中の発電量は各 5 分間測定の値で，
1 時間に換算すると負荷最小の場合には 38.4Wh に，負荷
最大では 80.4Wh，生体情報フィードバックシステム使用






























図 5 に示すように，Android タブレットに発電量を表示
(可視化)する際は，Socket 通信を使用するためリアルタイ
ムで表示できる． 
















場として下記の 3 つがあげられる． 
 
4.1 平成 25 年度第 5 回情報科学研究所定例研究会 
これは学内教員のみならず，他大学の教員，及び教育・研
究に携わる企業や研究機関の方々が参加する研究会である． 
日時：2014 年 1 月 23 日（木）9:30-17:30 















開催日時：2014 年 2 月 14 日（開催）， 15 日（大雪のため
中止） 
場所：とどろきアリーナ 
出展者：157 団体，237 小間 





































図 8 川崎国際環境技術展本学出展小間 
 















11 月 8 日の授賞式には，当研究室を代表して第 1 筆者が参加
した． 
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